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知床の森第３２回 から
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知床森休センターシンボルマーク

腱ijl獅璽騨蝋曇
皐傘蘂曇拳

今年度最初のイベント，第３２回「森との
ふれあい」『森の手助け・植樹と炭焼き体験

』を５月１４Ⅲ（日）に実施しました。
北海道国土緑化推進委員会から「緑と水の

森林基金」事業助成金を受けての,随樹と炭焼

きを行う体験林業です。

当日は，小雨まじりの天候でしたが２２名

の参加がありました。

午前中は知床の山で「植樹小午後からは

知床森林センターに場所を移して「炭焼き」

を体験してもらいました。

植樹会場に向かうパスの中で森林の育て方

や森林の役割などの説明を行い現地に到蒜。

植樹前に記念搬彬の後，準備体操、注意事
項．植樹の実技指導等を行い，道具の鍬を手

ｂＴＳＹ二二F＝■・pFh・口

北海道森林涜理局北見分局〒099-4113北海道斜里郡斜里町本町１１審1ｌｂ 知床では、少し山に入れば

に各々アカエゾマツを２００本植樹しました。

参加者の中には初めての人もおりましたが，
すがすがしい森の空気をいつぱいに吸って心地

よい汗を流していました。

午後からは，センターにおいて炭焼き体験で

す。

参加者の皆さんには，原木を切る作業から窯

に詰めて潜火までを体験してもらいました。

レジャー川として主に仇)Ｗされていた炭も，

最近では水や空気を浄化する浄化剤などｌ１ｌｊｉi広い

用途があるなど職員からの説明を受け感心して
いました。

帰りには，参加者全貝に出来上がった炭を持

ち帰っていただき，今1二１－１ﾖの新しい体験を楽
しく終えることが出来たようです。

知床森林センター TelO1522-3-3009FAXO1522-3-3160 まだクマゲラに逢うことが

il1-ﾑﾍﾞｰｼﾞhttp:"www､siretoko､kncnejp／ できます。
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６月.１３１=１，斜L1LlllJ立朱円小学校の春の遠足

が行われ、その－部として当センターから職員

を派遣し森林教室を開催しました。

コースはポンホロ沼とプユニ１１''11です。当日は

天気に恵まれ，知床縦断道路沿いでパスを降り

た児童２８人と先生５人の計３３人を、センタ

ー職員が２斑に分かれて林内歩道へと先導しま

した。

まず，サルノコシカケ(ツリガネタケ)がマン

ションの様に連なっている木の前でキノコの役

割を説明。次にミズナラやトドマツの種につい

て説明すると子供達は足1等の|iiiを探すのに夢中

でした。そして，聴診器で木の音を聞く体験で

はどの子も真剣な顔をして聴診器を幹に}１１'し当

てていました。また，歩道沿いには数十年に－

度しか咲かない極の花が咲いていて先生達も感

激していました。
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森の叩則に突然現れるポンホロ沼は雪解けの

水が溜まってできる沼で、春先のこの時期に

しか見ることができず幻の沼と呼ばれていま

す。水辺にはオタマジャクシ（エゾアカガエ

ル）が群をなしていて，子供達は大喜び。

次いでエゾハルゼミの大合唱の!:１１．プユニ

岬に移動しました。ここでは、雪の残る知床

連山を背蚤にエゾシカの生活について説明し

子供たちは職員が持参したシカの角を珍し

そうに触っていました。

今回の森林教室ではポンホロ沼周辺の緑に

覆われた森林とプユニlllllのlﾘ】るい森林とを見

せることにより多様な森林のlilIきをＰＲする

事が出来ました。
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平成１２年７月第６~7号

「ゲラちゃん」

知床森捧ﾋﾋﾟﾝﾀｰｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ

北海道森林涜理局:ｌ

知床森林センター

上児分局〒099-4113北海道斜里郡斜里町本町１１番地

TelO1522-3-3009FAXO1522-3-3160 

ｊＩ１－ﾑﾍﾞｰｼﾞhttp:"www､siretoko.k、cncJP ／ 

知床では、少し山に入れば

まだクマゲラに逢うことが

できます。
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イチイの被害拡大
知床!ま恵今。 璽襲鍵爽jDI二鋲愈誹
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当センターでは、119年１２月よ

り鰊年ｳﾄﾛ地区のｲﾁｲ遮伝 表一’椿

資源保存林でエゾシカによる樹

木食審調査を行っています。 １６％そ

樹木食害とはエゾシカがM;|木

の皮をはぎ取り食べてしまうこ ７％ミズキ
とでｗ樹皮を全周食べられると

樹木が枯れてしまい、林業被害８％オオバホ・ダイジュ
の拡大や森林生態系のバランス

がjiMれる可能性もあり問題にな
１９％オ

っています。

樹木食欝の調査方法は、調査

エゾヤマザクラが咲

々の芽がほころび，忠

き，木
樹種別食害本数割合

う間も

,の緑が澱なく，｜瞬く間に辺’

くなり，エゾハルゼミ

やかに鳴き，すっかり

がに善

夏の.脈

ｉ１ｌです。新緑力聯まつ た６月

50％イチイ上旬に，ウトロ市街を

床林道に向かいました
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澪一一一・一 》一・力】う国道の途中にある オシン
ＰＰｈ PF日

Ｉ 滝は断崖か 'ら水飛コシンの

沫を上げ

水趾が多

て落ちる洞i涼味満点の滝で，滝で，今年ば

つに分かれて

り，この崖から海に注ぐフレペの滝があり

ます。川から瀞ちるのではなく，知床連山

に降った雪と雨が地下に浸透してここに湧

き出ていて，ホロホロと流れ落ちる様が涙

に似ているところから，地元では「乙女の

涙」という愛称で親しまれています。展望

台向かいの崖には，ウミウやセグロカモメ

のコロニーが見'られ親鳥が子育て中です。

減にはイワツバメが舞っていました。さ

らに道々知床公園線を進むと緑に覆われた

カムイワッカ川が湯気を

あげて流れ，上流には，

活火山である知床硫競山

区而祇７，６５ｈａの全域を調査し、春期は咋表－１は食害木（1054本）の樹:種別割合

年から今年の春にかけて食害を受けた樹木をあらわしています。
を訓査し、秋期は今シーズン食轡を受け柚イチイが食害木全休の50％と雌も多く披露
死した樹木を調査しています。を受け、次いでオヒョウ、オオパポダイジ
オヒョウとイチイについては特に被害が砿１と続いています。

大していることから無食磐木を含めた総本表－２はイチイとオヒョウの総本数に占
数をiMl査しています。める食害発生の械算割合を年膨にあらわし
今回は1112年春Ⅲ1の調盗結果を報告しまています。

す。1112年になるとオヒョウ全体の92％が食
1112年までの概算食害木本数は'0Ｍ本とな密を受けほぼ全滅に近い状況になっていま
り、その内1112年の新たな食害本数は１０６す。

本となりました。イチイについてはイチイ全体の72％が食害
を受けており、調

表－２食害発生推移（菰算割合）
査区内では過去に

く，途中から流れが２

いることから「双美の滝」とも呼ばれていま

す。また，滝の上にある展望台からは荷く澄

んだオホーツク海や残雪の知床連山を遠望す

ることができます。さらに進み，ウトロ市街

入り口にある，亀に似ているこの岬↑は西側
から見ると，その形から超埼と呼ばれていま

す。知床自然センターに車をI'二め，２ｋｍほ

ど海に向かい遊歩道を行くとウトロ灯台があ

蕊
の中腹から耐き出る柵泉

が川に流れ込み，数段あ

る滝壷がそのまま露天風

呂のようになっています

この道は硫黄沢にかか

る知床大橋で一般のr,ｴiiii

は通行止めになり，この

先の知床林道は特定車し

か通れません。

終点までの途中にある

硫黄山から流れるウプシ

ノッタ川に掛かる硫菰,｣，

橋は，新緑に埋もれるよ

うに緑に包まれ，ひっそ
りとしていました。
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食害されたイチイ

の食害施囲が新た

に拡大しているも

のも多く見られま
…イチイ

した。
c-オヒョウ

調査区内では北

大がエゾシカの忌

避剤の試験を行い

経過を調査してお

り、nWセンターで

もイチイに金網を

巻くなど防除対策

の検討をしていま
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食害ﾂ匙１１鵬移（和鱒割合）
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